
生産性向上支援訓練のご案内 

 

 

 

 

本セミナーでは生成 AI の概要とビジネスの現場における、具体的な活用シーン等について理

解し、AI と協働することによる業務の質とスピードを高める技術を高めるために必要な知識

と技能を習得することを目標とします。 

 

日 時： 令和８年１０月２日（金）９：００～１６：００〔計６時間〕 

会 場： 上尾商工会議所 ３階大会議室  

★上尾市二ツ宮 750 番地 あげお富士住建ホール(上尾市文化センター)敷地内 

定 員： ２０名〔定員になり次第締切り・お申込はお早目に！〕 

 

受講料： 【１名につき】 当所会員・上尾ものつくり㈿組合員  ２，０００円（税込） 

当所非会員・上尾ものつくり㈿非組合員３，０００円（税込） 

★開催日当日にご持参ください。 

★昼食は各自ご用意ください 

受講推奨対象者：若手社員、初任層、教育担当者 

        ㊟ 事業主からの指示によらない個人受講はできません。 

    持ち物：スマートフォンまたはノートパソコン 

        ※Wi-Fi 環境あります 

 
＜講師紹介＞ 
 
仲村 健太 （なかむら けんた） 
合同会社ヤオヨロズテック 代表  
 

自動車メーカーにて IT システム開発、福祉事業立て直し、BM を経て 2016 年に独立。 

AI など先端技術の開発・導入支援を行い、リーダー層向け DX 人材育成研修の実績も 

多数。直近では、生成 AI 活用支援、みなさんが利用している生成 AI サービス特化型 

のオンラインミニ講習も実施。 

 

受講申込先：裏面の受講申込書により令和８年９月１１日（金）までに、上尾商工会議所宛 

にお申込ください。申込先ＦＡＸ→ （０４８）７７５－９０９０ 

E-mail: inf@ageocci.or.jp 

主 催：上尾商工会議所・中小企業相談所、上尾ものつくり協同組合 

研修提供：埼玉職業能力開発促進センター(ポリテクセンター埼玉) 

実施機関：合同会社ヤオヨロズテック 

お問合せ先：上尾商工会議所 佐藤、平野 TEL(048)773-3111㈹ FAX(048)775-9090 

中小企業のための生成ＡＩ活用セミナー 

～ＡＩを味方につける実践術～ 

当所では６月１８日に「生成 AI を活用した事業計画策定セミナー」を開催いたしました
が、今回は、事務作業の効率化や営業資料の作成など、実務で活用できる生成 AI のテク
ニックを学ぶ内容となっております。前回ご参加いただいた方にも、新たな活用方法を習
得いただける内容ですので、ぜひこの機会にご参加ください。 



上尾商工会議所 平野 宛                申込先ＦＡＸ（０４８）７７５－９０９０ 

令和８年度 ものづくり創造セミナー 

生産性向上支援訓練【生成ＡＩの活用】 

[ 受講申込書 ] 
※必要事項を記入、選択欄は該当に丸印を記入してください。 

事業所名 

所在地  〒 

業 種  01建設業  02製造業  03運輸業  04卸売・小売業  05サービス業  06その他 

従業員規模  ア 1～29人、 イ ～99人、 ウ ～299人、 エ ～499人、 オ ～999人、 カ 1000人～ 

 

申込担当者  氏名              役職名 

 

連絡先 TEL                E-mail 

（ふりがな） 

受講者名 

性別： 男、女   生年月日：S・H  年  月  日 

形態：正社員、非正規雇用、事業主・役員、その他 

（ふりがな） 

受講者名 

性別： 男、女   生年月日：S・H  年  月  日 

形態：正社員、非正規雇用、事業主・役員、その他 

㊟事業主からの指示によらない個人受講はできません。 

※ご記入いただいた個人情報は適切に管理するとともに、本セミナー開催の目的にのみ使用致します。 

 

プログラム 

１．生成 AIの概要 

  ●生成 AIで何ができるか    生成 AIが文章・音声・コードなどを自動生成する仕組みを基 

礎から学びます。 

  ●生成 AI導入事例から学ぶ    事務作業の効率化、問い合わせ対応、営業資料作成など具体例 

で活用イメージを掴みます。 

  ●安全性と情報管理のポイント  生成 AI利用の際に注意すべき情報管理を学びます。 

 

２．生成 AIの活用事例と今後の展望 

  ●中小企業で広がる生成 AI活用動向  

「文書作成」「情報整理」「要約」「議事録」「問い合わせ対応」 

などの代表的な事例を学びます。 

  ●生成 AIによる業務プロセス改善の進め方 

業務フローの可視化から「AIをどこに組み込むと最も効果が出 

るか」を見つける方法を学びます。 

  ●未来の AI活用        今後の生成 AI活用の方向性をご紹介します。 

演習 

① 当日はスマートフォンもしくはタブレット、ノートパソコンを使った実践演習も行います。 

 


